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第
１０
回
定
例
班
長
会
議 

 
 
 
 
 

平
成
２４
年
１
月
７
日
（
土
）
欠
席
者
３
名 

 

１
、
町
会
長
の
挨
拶
（
１２
月
の
活
動
報
告
） 

 
 

２
．
連
絡
事
項 

【
総
務 

藤
谷
さ
ん
よ
り
】 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
助
成
を
１２
月
５
日
、
申
請
者
名
を
大

内
会
長
名
で
上
志
津
原
防
災
防
犯
委
員
会
か
ら
佐
倉
市
長

宛
に
申
請
し
ま
し
た
。 

助
成
申
請
額
２００
万
円
で
以
下
の
内
容
を
申
請
し
て
お
り

ま
す
。 

     ２
月
ぐ
ら
い
ま
で
に
申
請
の
結
果
連
絡
が
く
る
と
思
い
ま
す
。 

３
．
新
年
会
開
催
に
つ
い
て 

【
柳
沢
部
長
よ
り
】 

・
新
年
会
の
司
会
進
行
は
藤
谷
さ
ん
、
乾
杯
の
音
頭
は
佐
々

木
副
町
会
長
に
お
願
い
し
ま
し
た
。 

４
．
今
後
の
班
長
会
議
に
つ
い
て 

【
総
務 

藤
谷
さ
ん
よ
り
】 

・
２
月
の
班
長
会
議
は
次
期
班
長
さ
ん
の
出
席
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

２
月
４
日
（
土
） 

２４
年
度
班
長
人
事
等
を
決
定 

 

３
月
３
日
（
土
） 

各
部
・
担
当
の
業
務
引
継
ぎ 

５
．
今
期
決
算
の
ま
と
め 

◎
今
期
決
算
の
ま
と
め
に
つ
い
て 

・
３
月
１８
日
に
会
計
監
査
が
あ
り
ま
す
。
各
部
で
会
計
資
料

を
引
き
継
い
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
保
管
期
間
で
会
計
帳

簿
は
１０
年
、
領
収
書
等
の
一
般
書
類
は
３
年
と
平
成
１８
年

度
総
会
で
決
定
し
て
い
ま
す
の
で
引
き
継
ぐ
際
に
保
管
期

間
を
超
え
て
い
る
書
類
は
処
分
し
て
下
さ
い
。 

・
班
で
の
古
い
名
簿
等
で
処
分
す
る
場
合
は
一
括
預
か
ら
せ

て
頂
き
ま
す
の
で
お
持
ち
に
な
っ
て
下
さ
い
。 

・
会
計
も
会
計
帳
簿
以
外
は
４
年
を
過
ぎ
た
も
の
は
申
し
送 

 

り
す
る
必
要
が
な
い
の
で
処
分
し
て
頂
い
て
結
構
で
す
。 

◎
平
成
２４
年
度
の
予
算
案
に
つ
い
て 

 

平
成
２４
年
度
の
予
算
案
を
各
班
長
さ
ん
と
次
期
班
長
さ

ん
で
作
っ
て
頂
く
の
で
す
が
、
各
部
長
さ
ん
は
次
期
予
算
編

成
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
を
ま
と
め
て
お
い
て
下
さ
い
。 

６
．
そ
の
他 

【
ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

萩
庭
さ
ん
よ
り
】 

防
災
訓
練
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
初
め
て
た

こ
焼
き
を
出
店
し
設
備
費
用
が
掛
か
っ
た
為
、
イ
ベ
ン
ト
自

体
は
若
干
の
赤
字
で
し
た
が
、
こ
れ
を
機
に
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
で
た
こ
焼
き
を
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

今
後
の
活
動
と
し
ま
し
て
、
ふ
れ
あ
い
通
り
の
花
壇
と
桜

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
総
務 

三
瓶
さ
ん
よ
り
】 

 

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
時
に
電
線
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
く
る
際
、
会

館
の
表
に
電
源
が
あ
る
と
便
利
な
の
で
検
討
お
願
い
し
ま

す
。 

第
１１
回
定
例
班
長
会
議 

 
 
 
 
 

平
成
２４
年
２
月
３
日
（
土
）
欠
席
者
な
し 

 

１
．
町
会
長
の
挨
拶
（
１
月
の
活
動
報
告
） 

２
．
連
絡
事
項 

【
総
務 

藤
谷
さ
ん
よ
り
】 

し
づ
が
原
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
概
要
に
つ
い
て 

中

学
校
の
学
校
区
（
上
志
津
中
、
下
志
津
小
、
南
志
津
小
）

を
単
位
に
し
た
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
準

備
会
議
で
、
大
内
会
長
も
参
加
し
て
い
ま
す
。 

【
盆
踊
り 

中
原
さ
ん
よ
り
】 

太
鼓
の
張
替
え
の
見
積
も
り
が
片
面
で
６
万
円
、
両
面
で

１０
万
円
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。
積
立
の
検
討
を
お
願
い
し

ま
す
。 

３
．
新
年
会
の
反
省
に
つ
い
て 

 

お
弁
当
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し
た
り
、
子
供
が
食

べ
や
す
い
お
弁
当
を
用
意
し
て
欲
し
い
。 

４
．
今
後
の
予
定
に
つ
い
て 

５
．
平
成
２４
年
度 

役
員
の
担
当
業
務
決
め
（
下
記
参
照
） 
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テ
ン
ト
（
３
）
発
電
機
（
２
）
リ
ヤ
カ
ー
（
２
）
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
（
６
）
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
（
３
）
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
５０
） 

ス
タ
ッ
フ
ブ
ル
ゾ
ン
（
５０
）
大
型
テ
ン
ト
（
１
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 

）
内
は
申
請
数
で
す 

 

上
志
津
原
町
会 

定
期
総
会
の
ご
案
内 

上
志
津
原
を
よ
り
よ
い
町
に
す
る
為
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

み
ん
な
が
参
加
し
ま
し
ょ
う
！ 

４
月
８
日
（
日
）
午
前
１０
時
か
ら 

平成２３年度 役員一同 

【 班 長 会 議 の 様 子 】 

平
成
２４
年
度 

上
志
津
原
町
会 

役
員
名
簿 

（ 

● 

印
が
部
長 

） 

★
町
会
長 

 
 
 
 
 
 
 

大
内 

茂 

★
副
町
会
長 

 

（
街
灯
担
当
） 

 
 
 
 

福
井 

恒
次
・
律
子 

 

（
道
路
担
当
） 

 
 
 
 

宮
坂 

正
秀 

 

（
会
館
・
防
災
担
当
） 

 

福
田 

正
彦 

★
会
計 

 
 
 
 
 
 
 
 

伊
藤 

博 

★
文
書 

 
 
 
 
 
 
 
 

實
川 

剛 

★
広
報 

 
 
 
 
 
 

● 

三
浦 

眞
司 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
嶋 

翔
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月
本 

完
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
比
野 

隆 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊
田 

孝
子 

★
環
境
衛
生 

 
 
 
 

● 

川
嶋 

寿
治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
中 

昭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 
 

泰
宏 

★
ス
ポ
ー
ツ
・
新
年
会 

● 

盛
田 

武
・
桂
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

飯
塚 

ま
さ
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
本 

綾 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
城 

徹
夫 

★
盆
踊
り 

 
 
 
 
 

● 

市
川 

正
晴
・
八
重
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
野 

拓
男 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

飯
島 

克
己 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤 

栄
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
田 

勇 

★
運
動
会 

 
 
 
 
 

● 

瀬
戸 

浩
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
瓶 

孝
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吾
妻 

武
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
本 

幸
夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
納 

淑
匡 

★
総
務 

 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤 

誠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
瓶 

孝
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
藤 

健
太 
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第
１２
回
定
例
班
長
会
議 

 
 
 
 
 

平
成
２４
年
３
月
３
日
（
土
）
欠
席
者
１
名 

 

１
．
町
会
長
の
挨
拶
（
２
月
の
活
動
報
告
） 

２
．
連
絡
事
項 

【
ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

萩
庭
さ
ん
よ
り
】 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、班
長
会
で
行
っ
て
い
な
い
町
会

の
イ
ベ
ン
ト
や
、
ふ
れ
あ
い
通
り
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
、

町
会
の
イ
ベ
ン
ト
の
隙
間
を
埋
め
て
い
く
様
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

【
子
供
会 

田
中
会
長
よ
り
】 

・
３
月
２４
日
（
土
）『
６
年
生
を
送
る
会
』
を
行
い
ま
す
。 

ア
ク
ア
ユ
ー
カ
リ
で
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
行
い
ま
す
。 

・
１
年
間
、
事
故
も
な
く
怪
我
も
な
く
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

・
平
成
２４
年
度
の
子
供
会
会
長
に
、
岡
下
直
美
さ
ん
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

３
．
し
づ
が
原
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
つ
い
て 

・
学
校
区
の
自
治
会
の
代
表
が
集
ま
り
、
今
後
、
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
く
組
織
で
す
。 

・「
子
供
の
安
全
を
守
ろ
う
」「
地
域
の
美
化
運
動
を
や
ろ

う
」「
災
害
時
に
連
絡
を
取
り
合
い
ま
し
ょ
う
」
な
ど

前
向
き
な
動
き
が
あ
り
ま
す
。 

・
南
志
津
小
学
校
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
り
、
４
月
か
ら

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

・
今
年
の
夏
よ
り
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
「
夏
キ

ャ
ン
プ
」
は
、
し
づ
が
原
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
主
催

に
な
る
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

４
．
防
災
防
犯
委
員
連
絡
会
議
に
つ
い
て 

【
総
務 

佐
藤
さ
ん
よ
り
】 

・
防
災
防
犯
委
員
会
は
１
年
前
か
ら

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。上
志
津
原

町
会
を
夕
方
３０
分
ぐ
ら
い
歩
き
、

地
域
の
安
全
を
み
て
い
く
活
動
で

す
。 

・
防
災
に
つ
い
て
は
昨
年
の
震
災
が

あ
り
、上
志
津
原
と
し
て
防
災
対
策

を
少
し
ず
つ
で
す
が
進
め
て
い
る

状
況
で
す
。今
後
も
皆
様
に
色
々
と

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

 

                                          

                                          

                                          

 
 

 
平成２４年１月７日（土）午前１０：００～ 

２ヶ月前から書道を初めたと言いながら謙遜しつつも筆

を運んでいらした方、中々の力作でしたよ。 

又、おばあちゃんとお孫さんと一緒に参加して楽しんで

いらした方、今回は学校の宿題提出に間に合う事もあって、

お子さんの参加も非常に多く会場は足の踏み場もない程の

大盛況振りでした。 

最後、杏戸先生が子供の書から、選りすぐりを選んで下

さって、先生の指導・推薦とあれば、皆、金賞・銀賞は間

違いないと思いました。 

私事になりますが、見ていると筆をもって書いてみたい

衝動にかられましたが、何といっても何十年ぶりで勇気が

でませんでした。今回は拝見させて頂きましたが、物事を

初めるきっかけが出来、書道教室にも参加したくなりまし

た。とりあえず低学年の子供達が書いていた『うめ』から

始めたいと思いました。          広報 引野 

 

 

 

 
平成２４年１月１５日（日）１２：００～ 

上志津原町会恒例の新年会が、はらトピアで開催されました。今年も
趣向を凝らした企画満載で、たくさんの笑顔と笑い声がはらトピアを
埋め尽くしました。その時の様子を一部、写真でお届けします。 

新年会を終えて 
         スポーツ新年会係  柳澤 勧 

１月１５日、２３年度最後のイベント町会恒例の新年会
がはらトピアで行われました。 
大人４３名、子供１１名が参加しました。 
藤谷様の司会進行で大内町会長の新年のご挨拶、佐々木
副町会長の乾杯の音頭をかわきりに宴が始まりました。 
催しは、子供向けのとんち問題、大人には雑学問題を答
えてもらいました。 
その後、ビンゴゲームで盛り上がり、更にカラオケ大会
と宴もたけなわ、時間を忘れるひとときでした。 
１１月から打ち合わせをし企画、買い出し等々をし、無
事終了する事が出来ました。 
これも一重に出席して下さった皆様、班長さん達のご協
力のお陰と感謝の気持ちで一杯です。ありがとうござい
ました。 
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味噌作りに挑戦 
志津南地区社協原ブロック 

１
月
２８
日
（
土
）
原
ト
ピ
ア
に
て
、

今
年
で
３
年
目
と
な
る
「
味
噌
作
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
は
町
会
回
覧
で
公
募
し
た

１６
名
。
初
年
度
よ
り
参
加
し
て
い
る

方
々
の
指
導
の
も
と
、
和
気
藹
々
と

味
噌
作
り
に
励
み
ま
し
た
。 

味
噌
作
り
の
工
程
に
、
混
ぜ
た
材

料
を
団
子
状
に
丸
め
、
各
自
用
意
し

た
容
器
の
中
に
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス

を
発
散
す
る
か
の
よ
う
に
叩
き
つ
け

る
光
景
も
み
ら
れ
ま
し
た
。（
あ
く
ま

で
も
味
噌
の
中
の
空
気
抜
き
の
た
め

で
す
） 

 
 

参
加
し
た
年
齢
層
は
若
干
高
め
の

お
姉
さ
ま
方
で
し
た
が
、
伝
統
的
な

味
噌
作
り
を
若
い
世
代
に
伝
え
て
い

く
為
に
も
、
今
後
は
２０
〜
３０
代
の
主

婦
層
も
参
加
し
て
頂
き
た
い
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。 

今
年
は
取
材
の
み
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
が
、
来
年
は
私
自
身
も
参
加

し
て
、
自
家
製
の
味
噌
を
家
族
に
提

供
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 
 

広
報 

森 

手作り味噌の作り方 
 

 

 

 

①大豆を水でもどす（１２時間ほど） 
②大豆を煮る（圧力鍋を使用） 
③米こうじと塩をまぜる 
④大豆をつぶす 
（熱いうちに餅つき器やフードプロセッサ
ーで煮汁を混ぜながらつぶす） 
⑤材料を混ぜる 
（人肌まで冷まし、こうじを混ぜる） 
⑥容器につめる 
（ボール状にまとめ、容器に隙間がないよ
うに投げ込む。焼酎を塗りラップする） 
⑦天地返しをする（８月後半ごろ） 
⑧おいしい味噌の出来上がり（１０月頃） 

材料（できあがり約５㎏） 
・大豆      １．２㎏（１袋） 
・米こうじ    １．２㎏（１．５袋） 
・塩        ５００ｇ 

 
 

平成２４年１月２８日（土） 

参加人数２２名を集い、上志津原バス停より元気に出

発です。 

佐藤先生の作って下さった細かいスケジュール表と

地図を片手に成田山に向かいました。途中、アクシデン

トの数々をクリアしながら参拝となり五百羅漢に目を

奪われ、額堂市川団十郎で感動し、光明堂で星まつりの

暦に家族の生まれ年を、目を凝らしながら捜してみると

５人家族で私と娘の２人が本厄と気づき、今年は気をつ

けようと心に言い聞かせました。 

昼食に予約して下さった名取亭へ。すでにスケジュー

ルの時間を過ぎての到着。お腹もペコペコ、それぞれに

お好みの食事を注文し、お腹一杯食べました。 

帰りは空腹を満たしたせいか、皆、余裕の様子で足取

りも軽やか。ろうばいの黄色の可愛い花に癒され、紅梅

1 輪に春を感じました。猿回しの芸の素晴らしいこと、

抱きしめたい位、可愛かったです。 

それぞれ家族のお土産を買い帰路に着きましたが、引

率して下さった方のご苦労を労い、充実した１日を過ご

すことができました。感謝致します。   広報 引野 

あるこう会に参加して 

 

２
月
１１
日
（
土
）
に
原

ト
ピ
ア
に
て
森
の
茶
屋
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
桃
の
節
句
前
と

あ
っ
て
、
折
り
紙
で
雄

雛
・
雌
雛
作
り
で
す
。 

子
供
と
一
緒
に
参
加
し

ま
し
た
が
、
あ
ま
り
の
難

し
さ
に
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
寸

前
・
・
・
。 

で
も
、
子
供
達
が
喜
ぶ

顔
を
思
い
浮
か
べ
、
ひ
た

す
ら
無
心
で
折
り
続
け
ま

し
た
。 

難
し
い
部
分
や
細
か
い
部
分

は
森
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、

何
と
か
折
り
あ
げ
る
事
が
で
き

ま
し
た
。 

出
来
上
が
っ
た
雄
雛
・
雌
雛

の
折
り
紙
を
見
て
、
子
供
た
ち

も
大
喜
び
で
し
た
。
３
月
３
日

は
こ
の
雄
雛
・
雌
雛
で
お
祝
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

雄
雛
・
雌
雛
作
り
を
終
え
た

後
は
、
社
協
の
皆
様
に
入
れ
て

頂
い
た
コ
ー
ヒ
ー
と
お
茶
菓
子

（
か
り
ん
と
う
饅
頭
）
で
、
ほ

っ
と
一
息
・
・
・
。 

ま
た
、
自
宅
に
帰
っ
て
千
代

紙
な
ど
で
作
っ
て
み
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。 

毎
月
、
上
志
津
原
の
為

に
楽
し
い
企
画
を
考
え

て
下
さ
る
地
区
社
協
原

ブ
ロ
ッ
ク
の
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
１
年
、
広
報
活
動
を

通
じ
て
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
が
、
毎
回
、
社
協

の
皆
様
の
活
動
に
は
、
頭

が
下
が
る
ば
か
り
で
す
。

１
年
間
、
本
当
に
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。 

 

 

広
報 

森 

平成２４年２月１１日（土）１３：３０～ 

 

【放射能に関する基礎知識】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１、放射線・放射能・放射性物質の違い 
  【放射線】   物質を透過する力を持っている 

          α、β、Ｘ線、中性子線など 

  【放射能】   放射線を出す能力 

  【放射線物質】 放射能を持った物質 

２、放射能の単位 
  【ベクレル】  放射線を出す能力（強さや量）を 

          表す単位 ㏃ 

  【シーベルト】 放射線が人体に与える影響を表す 

          単位 ㏜ 

３．外部被爆、内部被爆について 

  【外部被爆】 体の外にある放射性物質から放出された 

         放射線を受けること 

  【内部被爆】 放射性物質を含む空気・水・食物などを 

         摂取し（経口、吸入、けい皮、傷口等） 

         体内に取り込むことで起こる 

４．放射性物質の半減期 

  【物理学的半減期】放射性物質は自然界に永遠に残るも 

           のではなく、放射線を出して変化し 

           最終的には放射性物質ではなくなる 

           全体の半分に減るまでの時間をいう 

  【生物学的半減期】体内に取り込まれた放射性物質が呼 

           気、汗、便、尿などで体外に排出さ 

           れ半分に減少する期間をいう 

 
★暫定規定値を超

える食品を一時

的に食べても健

康に影響はない 

★野菜を洗う、煮

る、煮汁を捨て

る、皮や外葉を

剥く等で汚染は

低減できる 

★３月２７日現在

の水道水中の放

射性物質は不検

出でした（志津

浄水場） 
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地地
区区
社社
協協
ブブ
ロロ
ッッ
クク  

皆皆
様様
とと
共共
にに  

志
津
南
地
区
社
協 

ブ
ロ
ッ
ク
長 

宮
坂 

妙
美 
 

今
年
も
、
町
会
の
役
員
を
始
め
町
会
の
皆
様
の
暖
か
な
応
援
を
い
た
だ
き
、
社
協
の
活
動
を

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
楽
し
く
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

本
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
町
会
の
皆
様
の
被
害
や
心
労
は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
大
変
な
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
上
志
津
原

は
お
互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
の
方
が
多
く
、
何
か
あ
っ
た
時
は
心
強
い
事
だ
と
安
心
し
ま
し

た
。 

 

森
の
茶
屋
を
は
じ
め
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
書
を
楽
し
む
会
や
書
き
初
め
、
そ
し
て
、
味
噌

作
り
、
３
月
は
ひ
な
祭
り
昼
食
会
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
敬
老
会
で
も
お
元
気
な
皆
様
と
お
会
い
で
き
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。「
楽
し
か
っ

た
」「
ず
っ
と
、
続
け
て
ね
」
な
ど
嬉
し
い
声
を
多
く
頂
き
、
励
み
と
な
り
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
、
上
志
津
原
が
大
好
き
で
、
快
く
協

力
し
て
下
さ
り
、
福
祉
員
一
同
大
変
感
謝
し
て

い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
行
事
を
行
う
に
あ
た
り
福
祉
協
力

委
員
の
皆
様
に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。 ま

た
、
盆
踊
り
等
に
お
い
て
も
「
福
祉
の
店
」

を
出
店
し
、
町
会
の
行
事
に
楽
し
く
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

来
年
度
も
上
志
津
原
の
皆
さ
ん
が
、
お
元
気

で
地
域
の
中
で
楽
し
く
交
流
を
し
、
さ
ら
に
福

祉
が
少
し
で
も
広
が
り
ま
す
よ
う
福
祉
委
員
一

同
さ
ら
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。 

１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

役員からの 
ご挨拶 

１年間お疲れ様でした 

防犯防災、この１年を振り返って 

副町会長 佐々木幸寿 
 

防犯パトロール、町づくり、防災連絡会と手

伝いをやって参りました。何も分からずやって

これたのも、大内会長、会員皆様のご指導あっ

てのことと思います。本当にありがとうござい

ました。  

防犯パトロール、防災連絡会の参加が少なく、

参加しやすくする為に、１人１人が知恵を出し

合って解決しなければと思います。 

皆様の参加と協力、宜しくお願い致します。

１年間、ありがとうございました。 

街灯、この１年を振り返って 

副町会長 上野美津代 
 

この１年を振り返ると、たくさんの方にご協力

をいただき何とかやってこれました。 

街灯の修理は２月現在で８０件を超え、新設は

７件ありました。 

何も分からず始めましたが、ほとんどは田村電

工さんの正確なお仕事のお陰で何とかやってこ

れたと思います。色々な要望に応えて下さり、私

が理解しやすいように物事を教えて下さって、本

当にありがとうございました。 

また、各班長さんの優しさとお気遣い、いつも

心に沁みました。 

そして、家族にはたくさんの負担をかけて申し

訳なかったなと思っています。それでも色々と協

力してくれて、感謝しています。 

これからも上志津原が益々、住みやすく素敵な

町であって欲しいと心から願っています。 

道路、この１年を振り返って 

副町会長 藤井裕隆 

自分自身の力不足を皆さまのご協力のお陰で助けられました。とても感謝しています。 

これといって何かできたわけではありませんが良い経験をさせて頂きましたことを、こ

れからの糧にしていきたいと思います。１年間、ありがとうございました。 

原まちづくり委員会 ７年目 
原まちづくり委員会  萩庭 一彦 

 平成１８年４月【原まちづくり委員会】が発足してから、早くも

６年が経ち、その間の会合回数は７１５回を数えました。 

当初は住宅造成工事の安全を訴えて工事業者との交渉を続けま

した。次に集合住宅入居者との融和をめざし、次第に地域の交流に

力を注ぎ地域を盛り上げてくれる【CoCoクラブ】を設立し、時々

の町内課題に取り組んで参りました。 

【CoCoクラブ】は、それぞれの部に分かれ、盆踊りを盛り上げ

る【踊り部会】【やぐら太鼓部会】、上志津原の財産であるふれあい

通りを花で美しくうめ尽くしてくれている【ふれあい通り部会】、

様々なイベントを実施する【イベント部会】、パソコン塾やインタ

ーネットを通じて地域の発信を頂いている【パソコン部会】など、

地元のパワーを集結して子供たちが自慢できる地域の魅力を引き

出し、みんなが集まるイベントや憩いの空間を作ってきたつもりで

す。 

地域の皆様のご協力を頂いている【CoCo クラブ】は、佐倉市

の推進事業としての認定を受け、その活動は県を代表する勢いで

広く他の地域での事業発表や大学からの招待などを受けました。 

今後は地域の皆様にもっと【CoCo クラブ】の活動を知って頂

き、地元に自信と愛情を感じていただく必要があると感じており

ます。 

レモンイエローのジャンパーが【CoCo クラブ】のシンボルで

す。インターネットをご利用できる方は【上志津原】で検索いた

だきますと町会や【CoCoクラブ】の活動内容がご覧になれます。 

【CoCo クラブ】のメンバーが町にあふれる上志津原を目指し

ています。明るく住みよい、まちづくりに力を集結していきたい

と【原まちづくり委員会】と【CoCo クラブ】にご支援とご協力

をお願い申し上げます。 

子子供供会会会会長長よよりりごご挨挨拶拶  
子供会会長 田中邦子 

 
平成２３年度の子供会の活動は、震災

後ということで、不安ばかりでしたが、

皆様のおかげで、無事、活動することが

できました。 

活動の中には、募金活動など、例年に

ないものもありましたが、とても良い経

験になりました。 

また、防災訓練時には、多くの子供が

真剣にＡＥＤの講習を受けている姿を見

て、とても頼もしく思いました。 

活動を通じて、改めて感じたことは、

地域の皆様のご支援があってからこそ、

活動できるということです。皆様にご協

力頂いている廃品回収や多くの関係団体

の方々には、感謝の気持ちでいっぱいで

す。いつも、本当にありがとうございま

した。 

これからも、皆様の温かいご支援・ご

指導のほど、宜しくお願いします。 
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南志津ツインズ 
社協杯 優勝！！ 長嶋杯 準優勝！！ 

おめでとうございます！ 

上志津原グランドを使用し、南志津小学校の生徒で構成された

少年野球チーム「南志津ツインズ」が、２３年度の社協杯でツイ

ンズ史上初となる優勝を果たしました。 

南志津ツインズは平成１０年に結成し、今年で創立１４年目。

その間、たくさんの選手たちが上志津原のグランドで汗と泥にま

みれ、必死で練習してきましたが、なかなか結果が出せず、たく

さんの悔し涙を流してきました。 

しかし、そうやって諦めずに努力してきた事が、選手たちの原

動力となり、結成１３年目に見事、優勝することができました。 

また、佐倉市では毎年１１月に、その年の締めくくりとなる「長

嶋茂雄旗争奪少年野球大会」が開かれ、市内全てのチームが参加し

ますが、２３年度はこれまたツインズ史上初となる決勝進出を果た

し、決勝戦は惜しくも２－０で負けてしまいましたが、堂々たる銀

メダルを授与されました。 

佐倉に「南志津ツインズ」の名を広める事ができました。選手た

ちの頑張りだけでなく、監督、コーチの熱心な指導、上志津原グラ

ンドを使用できるという恵まれた環境、グランドの草刈りをして下

さる町会の皆さん、グランドの傍を通り「頑張れよ」と声をかけて

下さる地域の方々・・・本当にたくさんのご支援のお陰でつかむ事

ができた栄光だと、感謝の気持ちでいっぱいです。 

これからも選手たちは、新しい栄光に向け、一生懸命ボールを追

いかけます。今後とも、たくさんの声援、宜しくお願い致します。 

南志津ツインズ 保護者代表 糸井文子 

 
平成２４年３月３日（日）１１：００～ 

天候にも恵まれ、会場に到着してビックリ！いつになく下
駄箱が溢れんばかりの大盛況振り、ご家族で参加なさった方、
お孫さんと一緒だったり和やかな雰囲気でした。 
会場の所々には、お雛様が飾られていて、席に着くとテー
ブルには、お花、折り紙のお雛様、箸袋に至るまで、きめ細
やかなテーブルコーディネイト。とても素敵でした。 
いよいよ開演となり、ご挨拶を宮坂妙美さん、司会進行に
宮坂明雄さんが進められ熟年夫婦の息の合った素晴らしいコ
ンビネーションさすがでした。 
今回は雪揺会の皆様の三味線演奏で「明りをつけましょボ
ンボリに」何年振りかで歌った気がしました。その他民謡、
皆で手拍子、合唱とやはり日本人の心に響くのは民謡だと自
負しながら、とても楽しく大満足・・・と思いきや、演目が
ガラリと変りカウァの皆様のウクレレ演奏、フラダンス。皆
さん、アロハシャツにムーム姿の登場に圧感でした。春にち
なんだ曲４曲、フラダンサーによるダンス３曲、最後には被
災に遭われた方を思い「見上げてごらん」をご披露して下さ
って、優しい思いやりを感じながら暖かい気持ちになりまし
た。 
ちなみに、本日のメニューは、ちらし寿司、お吸い物、お
漬物、デザートのお汁粉、お土産まで用意して頂きました。
いつも、役員さんのお心遣いには頭が下がるばかりです。あ
りがとうございました。         広報  引野 
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                                          編
集
後
記 

毎
年
２
月
に
な
る
と
役
員
決
め
で
難
航
し
、
特
に
広
報

の
な
り
手
が
い
な
か
っ
た
為
、
今
年
も
第
１
希
望
を
逃
し

た
４
名
が
広
報
と
な
り
ま
し
た
。 

広
報
就
任
早
々
、
あ
の
恐
ろ
し
い
東
日
本
大
震
災
が
起

こ
り
、
幸
先
の
悪
い
船
出
と
な
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
１
年
間
、
走
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

最
初
は
慣
れ
な
い
パ
ソ
コ
ン
打
ち
で
し
た
が
、
パ
ソ
コ

ン
ク
ラ
ブ
の
松
田
さ
ん
、
前
広
報
部
長
の
宮
武
さ
ん
の
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
承
り
、
メ
キ
メ
キ
上
達
し
て
い
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
つ
た
な
い
文
章
で
あ
り
ま
し
た
が
、
暖
か
く
見

守
っ
て
き
て
下
さ
っ
た
町
会
の
皆
様
、
１
年
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
報 

 

森
・
立
川
・
引
野
・
山
田 

 
 

 

☆ 

転
入
・
転
出
の
お
知
ら
せ 

☆ 

転
出 

お
元
気
で
・
・
・ 

 

南
区
（
幸
野
）
江
波
戸
淳
さ
ん 

 
 
 
 

１
月 

転
入 

よ
う
こ
そ
！！ 

南
区
（
南
原
１
班
）
大
野
巌
さ
ん 

 
 
 

９
月 

東
区
（
新
栄
台
）
春
日
谷
祥
之
さ
ん 

 
  

１１
月 

 

西
区
（
吉
野
２
班
）
遠
藤
寛
之
さ
ん 

 
 

１２
月 

 

☆ 

子
供
会 

廃
品
回
収
の
収
益
金
の
報
告 

☆ 

 

平
成
２３
年
度

の
廃
品
回
収
の

収
益
金
は
以
下

の

通

り

で

し

た
。 ご

協
力
頂
い

た

町

会

の

皆

様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 平

成
２４
年
度

も
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

回収収益金（１年分） 

４月 12340円   １１月 14070円 

５月 10240円   １２月 13435円 

６月 12680円    １月  9875円 

７月 11535円    ２月 13460円 

８月  6015円    ３月  9770円 

９月 16735円   

１０月  8355円   
合計138510  

卒業おめでとう 

子供会会員 ６年生からのメッセージ 

子供会の行事で楽しかった事、思い出に残
ったエピソード等をテーマにひとこと書いて
頂きました。 
卒業生の皆様、ご卒業おめでとうございま
す。中学生になっても子供会で学んだこと、
得たものを忘れず頑張ってください。 

入入学学・・卒卒業業  おおめめででととううごござざいいまま
小小学学校校入入学学  

下山 真央 さん （大和台） 

湯沢 杏奈 さん （原２班） 

山下 慶翔  君 （南３・４組） 

藤澤 つばさ 君 （５組） 

鈴木 琉南 さん （栗林１班） 

塩崎 蓮太郎 君 （栗林２班） 

三芝 空音 さん （栗林２班） 

井上  萌 さん （１組） 

上野 大和  君 （１組） 

東江 将平  君 （吉野１班） 

石村 柚花 さん （吉野１班） 

安藤 大輔  君 （吉野１班） 

河内 遥佳 さん （吉野２班） 

宮澤 樹生  君 （吉野２班） 

吉田 陽娃 さん （玉木１班） 

高橋 天音 さん （玉木１班） 

中山 華梨 さん （玉木１班） 

萩原  粋  君 （玉木２班） 

森  大裕  君 （新栄台） 

橋本 莉那 さん （さくら台） 

多田 煌琉  君 （さくら台） 

 

中中学学校校入入学学  

永田 彩音 さん （大和台） 

中村 武裕  君 （吉野１班） 

小林 千紘 さん （吉野１班） 

中村 駿太  君 （吉野２班） 

川城 和奎  君 （吉野２班） 

市村  陸  君 （八紘苑上） 

茂野 広太郎 君 （玉木１班） 

石井 敦也  君 （玉木１班） 

石堂 龍之介 君 （玉木１班） 

益子 史帆 さん （玉木２班） 

糸井 慶太  君 （新栄台） 

梅野 潤樹  君 （新栄台） 

簗場 瑞穂 さん （商店街） 

中中学学校校卒卒業業  

渡辺 麻里菜 さん （原１班） 

渡辺 飛翔   君 （原２班） 

問田 直人   君 （原２班） 

奥野 翔伍   君 （南原２班） 

延藤 優紀   君 （５組） 

中村 早希  さん （吉野２班） 

宮内 勇人   君 （玉木２班） 

加藤 理乃  さん （さくら台） 

～～佐佐倉倉警警察察署署よよりりおお知知ららせせ～～  
 
・「携帯電話の番号が変わった」「風邪を引いて声が変わった」

など、子供や孫をかたり、現金を騙し取る『振り込め詐欺』

と思われる電話が多数、市民の方に入っています。不審な電

話が入った場合は、家族と連絡が取れるまで絶対にお金を振

込まず、佐倉警察署までご連絡下さい。 

・現在、佐倉市内において、市役所をかたり、還付金があると

いって、現金を騙し取る電話が多数入っています。不審な電

話があった場合、絶対にお金を振り込まずに、佐倉警察署ま

でご連絡下さい。 

佐倉警察署  ０４３－４８４－０１１０  

東日本大震災を教訓にして 
 

【自然災害に向けての対策】 

・上志津原防災MAP参照のこと 

   一時避難場所：上志津原自治会館「はらトピア」児童公園 

   広域避難場所：南志津小学校 

          西志津小学校 

          上志津中学校 

・家族で安否確認の方法や集合場所を話し合っておく 

・飲料水や食糧、防災用品を準備しておく 

・高齢者・障害者など災害時要支援者に配慮して、日頃より近所にも 

 声かけしておく 

・１人１人の防災意識を高め、総合防災訓練にも参加する 


